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2 月 1 日　モモの剪定とブドウの仮剪定

　寒い寒いと言ってウチの中に籠ってばかりは居られません。今週からは少し暖かくなる

という予報なのですが、今日も日差しが弱くて寒い一日でした。今週末には立春を迎えま

す。毎年、立春を過ぎた頃からブドウの剪定を開始しています。その剪定に先立って、例

年は 12 月か 1 月に仮剪定をしておくのですが、今年は怪我のために仮剪定が未だ出来て

いませんでした。先週末に、やっと肥料を撒き終わったので、今日からブドウの仮剪定を

開始しました。

　モモは趣味として作っているのですが、剪定は不可欠です。2 月の中旬ごろから 3 月に

かけて「摘蕾」作業をしますが、その前に枝の数を減らしておかないと大変なことになり

ます。私はモモの樹を小さく作っているので、剪定する時にも脚立などは必要ありません。

そういうこともあって、割りと簡単に剪定できました。
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2 月 2 日　3C3CA Equatorial Guinea

　寒い日が続いていたので、久しぶりに早起きして無線小屋に来ました。今頃の 6 時半は

少し明るくて懐中電灯は要りませんでした。

　DXscape には 7P8WW が 3565kHz に出ているという書き込みがありましたが、7P8

は 80m ではコンファーム済みです。狙いは D2UY です。（でした。）3573kHz をワッ

チしていると、DU2UY や 3C3CA を呼ぶ JA局が多数見られましたが、私には見えません

でしたので、暫くワッチしていました。ワッチしている間に、3Y0J の電波伝播について

調べたり、運用場所について調べたりしていました。順調に進めば 2～3 日後にはオンエ

ア開始となりそうです。

　3Y0J の調査に夢中になっていたところ、突如 3C3CA が見え始めたので、コールを開

始しました。呼んでいる局も多いので、中々コールバックはないだろうなぁ・・・と思っ

ていたら、意外にも早くコールバックがあったのでびっくりしました。その瞬間に弱いな

がらも D2UY もデコードできました。レポートを送るのですが、73 が中々帰ってこな

かったので、3回目には送信周波数を変えてみたところ 73 が返ってきました。ダブルバ

ズーカに 500W という非力な電波のため、被せて呼ばれると潰されてしまうので、送信

周波数を変えて返信したのが功を奏したようです。
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　3C というのは珍の部類ですが、最近 TA2OM Ersoy がアクティブに QRV していますの

で、ハイバンドで幾つかのバンドニューをプレゼントしてもらいました。80m でもバン

ドニューです。貴重なローバンドでのバンドニューをありがとう！3C3CA の運用がいつ

まで続くのか不明ですが、アクティブなうちに 12m でも是非QSO しておきたいもので

す。

2 月 3 日　D2UY Angola 80m, J69DS Saint Lucia 10m

 　昨日に続き、今朝も少し早起きしました。あまり早すぎても暗くて寒いだけなので、

日の出の少し前位の時間を狙いました。6 時 50分頃にワッチを開始しましたが、この時

3573kHz では大勢の JA局が D2UY を呼んでいました。私には何も見えない状態でした。

　昨日 D2UY が見えたのは 2204Z でしたが、今日は 7 時前からデコードできるようにな

りました。しかし、CQ を連発するのみで JA局に応答がありません。ひょっとしたら席を

離れているのかもしれません。などと思いながら、空いている周波数を探していました。

被りあうのを避けているのか、空いていると思っていたら次のピリオドでは誰かがでてい

たりして、D2UY の信号は強くなるのに呼ぶ周波数が定まりません。他の誰よりも電力で

は劣っていることを自覚しているので、被るような周波数で呼んでも無駄というものです。

暫くワッチしていると、皆さんオンフレは避けているようなので、一度オンフレで呼んで

みることにしました。

　すると、直ぐにコールバックがあり、これには驚きました。正にサプライズです。一旦

HaltTX にしていたので、慌てて RR73 を送信しました。次回の RR73 は別の周波数で送

信する準備をしていましたが、73 が返ってきたので QSO成立となり 80m でバンド

ニューをゲットできました。大勢の JA局を差し置いて QSO できて申し訳ないような気も

しますが、ごちそうさまでした。
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　念願の 80m でのターゲットを獲得できたので、10m に QSY しました。DXscape に

J69DS が 28074kHz に QRV しているという書き込みがありましたが、QSY直後には何

も見えませんでした。3Y0J の記事を探しながらワッチを続けていると、J69DS が USA

の局と QSO しているのが見えたのでコールを開始しました。彼の信号は、ピークで-

16dB と弱くて QSB もあったので、見えたり見えなかったりです。彼も CQ を出していた

ので、暫く呼んでいるとコールバックがありました。J69DS Frans には 15/12m でもバ

ンドニューをプレゼントして貰っていますが、10m でも QSO 出来てバンドニューをゲッ

トです。
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2 月 4 日　7X2RF Algeria 30m, PJ2MAN Curacao12m

 　今朝も早朝から無線小屋で遊びました。7X2RF Algeria が 30m に出ているというので、

アンテナを北西に向けてコールし始めましたが中々コールバックがありません。他の EU

局から呼ばれたりするので、それに応答している時間が過ぎていきました。それでも未だ

デコードできていたので、辛坊強く呼んでいると漸くコールバックがありました。30m

バンドではバンドニューです。QRZ.com を見ると、サフィックスから想像できるように

RFエンジニアとの記述があり、棚には測定器らしきものが一杯並んでいました。残念な

がら、LoTW ではコンファームできそうにありません。

　15m や 10m で PJ2MAN のコールサインを良く見かけます。17m ではバンドニューを

プレゼントして貰いましたが、やっと 12m で見つけました。何度かコールして首尾よく

バンドニューをゲットできました。
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2 月 5 日　9U5R, 9U4DX Burundi & 3X1A Guinea

　今朝 6 時半頃、無線小屋に行って DXscape を見ると、9U4WX が 7065kHz に出ている

との情報があったので、ダイヤルを合わせてワッチしましたが、何もデコードできな状態

でした。

　3Y0J は未だ QRV していないようですし、QRZ.com の 9U4WX のページを見ていると、

彼はチェコ人でイタリア人の友人（9U5R)と一緒にブルンジで DX ペディションをやって

いるらしいことが分かりました。リグは K4 と 7300 で 100W 出力とのことなので、道理

で信号が弱い筈です。暫くしていると、10131kHz に 9U5R が QRV しているというので

QSY すると、こちらはデコードできたので早速コール開始しました。9U5R は明らかに

MSHV だと分かりましたので、上で呼んだり下で呼んだりしていましたが、オンフレが空

いていたのでオンフレで呼ぶと直ぐに応答がありました。デジタルモード（FT8)では初

8



ブルンジです。

　暫くしていると、3X1A Guinea が 7070kHz で QRV しているというので、QSY してみ

るとちゃんとデコードできたので、コールを開始しました。3X は他のモードでコン

ファーム出来ているのでモードニューではありませんが、FT8 で QSO するのは初のよう

です。F/H モードでしたので、モードを合わせて良くワッチしながら呼ぶ周波数を色々変

えて暫く呼んでいるとコールバックがあり、QSO できました。
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　今朝は朝飯前に無線小屋に来たので、そろそろ朝食にしようかと思いましたが、その前

にもう一度 7065kHz をチェックすると、今度はちゃんとデコードできました。日の出を

少し過ぎてコンディションが上がってきたのでしょう。これはチャンス！とばかりにコー

ルを開始しました。MSVH のようです。上や下でも呼びましたが、オンフレでも呼んでみ

たところコールバックがありました。

　結局今朝の運用ではバンドニューはゼロでしたが、9U4WX と 9U5R は今日から運用を

開始したようですので、暫く楽しませてもらえそうです。15/12/10m ではバンドニュー

なので、是非ともこれらのバンドで QSO したいものです。

2 月 6 日　430MHz 帯用 LPF の製作

　1 月 14 日のブログで紹介している 430MHz 帯用 LPF は試作レベルでしたが、これをリ

ニアアンプの出力に接続できるように耐電力を少しでも高めようという試みです。ちゃん

としたケースに入れることを考えた時、ヤフオクでゲットした妨害波除去濾波器のケース

を流用することを思いつきました。基板だけ自作すれば、板金やコネクタは流用できます。
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ちょっと基板の寸法が小さかったので、コンデンサとしての銅箔部は細長い形になりまし

た。因みにコイルは 1.6㎜IV 線の導体部（銅線）を 42㎜の長さにカットしてφ5.0 のア

ルミ棒に 2回巻いて長さ 6.5㎜にしたものです。

　3 次チェビシェフ型 LPF のディップ周波数をもう少し上に移動させたくて、銅箔による

コンデンサをカットしていきました。
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　しかし、なかなかディップ周波数は上に移動しませんでしたが、リターンロスは小さく

なりました。半面、挿入損失は大きくなってしまいました。後で、QucsStudio を用いて

シミュレーションしてみたところ、コンデンサの容量を小さくすると、ディップ周波数は

下がることがわかりました。もう一度作り直そうと思っていますが、とりあえず、このま

まの状態でスプリアス除去の効果を確かめることにしました。

　しかし、挿入損失が 0.46dB というのは大きいような気がします。500W は

56.99dBm ですので、-0.46dB の損失があれば 56.53dBm=449.78W になります。とな

ると約 50W が熱になるということです。本当にこんなコイルとコンデンサで良いのかし

らと心配になりました。

　そこで、プロはどんな仕事をしているのだろうか？と思って、TAJFUN の蓋を開けて内

蔵されている LPF の様子を確認することにしました。コイルの線材はφ1.5㎜で直径は 5

～6㎜で、私が製作したものと似たようなものです。これを見て一安心しました。
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　TAJFUN内蔵の LPF は、写真からわかるように、L が 4 つに C が 3 つからなる 7 次の

フィルターです。コイルの形がいびつなのは、線間の長さを弄って調整したものと思われ

ます。

2 月 7 日　3Y0J Bouvetoya QRV 開始

　今朝無線小屋に来て DXscape を見ると、3Y0J が THE TOP 10 の 1位にランキングさ

れていました。DXlite で 3Y0J を検索すると、10115kHz(CW)に出ているとのことなの

で早速ワッチを開始しました。しかし、オンフレでは Up とかジャミングは聞こえるので

すが、呼ぶ気になるような信号は聞こえませんでした。上の方では EU や SA などの局が

沢山呼んでいました。何処の周波数でピックされているのか確認できるような状態ではな

かったので、暫く聴いていましたが、今日から QRV し始めたということを確認したのみ

です。DXnews.com によると、最初は 100W にワイヤアンテナという事らしいので、信

号が弱いのは仕方ありません。その内に強い信号が聞こえるのを待った方が良さそうです。
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　電波伝播について VOACAP で調べてみました。30m バンドでは 22 時 UTC に通信確率

が高くなっています。全般的に、20m以上のハイバンドでは、日本時間の午後 3 時以降

から真夜中、未明にかけて通信確率が高くなっています。10m では厳しそうです。取り

あえず何処かのバンドで QSO したいものですが、オンラインログが用意されていないよ

うなので、CW などで QSO する場合、コールバックがはっきり聞こえる状態でないと呼

ぶ気になれません。Starlink の端末も持参されているようなので、その内にオンラインロ

グが立ち上げられるかもしれません。

　Windy.com によると、現在の Bouvetoya, Kapp Fie の風速は 26kt≒13m/s です。こ

の地でこの風速は弱い方みたいですので、順調にキャンプやアンテナ設営などが進むこと

を願って見守るばかりです。

14



2 月 8 日　MAP65 でやっと受信できた

　小笠原に EME の DX ペディションに行っている JD1YCC Team が 2mEME にでるとい

うので、今朝は早起きしました。JD1YCC と QSO したいというよりも、JD1 と QSO した

くて出てくる大勢の EMEer の信号を受信するのが主な目的です。こういうイベントでも

ないと、コンディションが良い時でも出てくる局が少なくて、MAP65 の調整をするのさ

え事欠くのです。

　以前試みた無線機 2台と SDR とを併用する方法は共倒れになってしまうようなので、

今朝は、SDR だけで受信することにしました。最初は、無線小屋内に

SDR(AFE822xSDR-VHFx2）を置いてやっていましたが、何の影響なのか Vpol と Hpol

の信号レベルが違っていましたし、Hpol よりも重要な Vpol の感度が低いというのは問題

があり、全くデコードできませんでした。

　明るくなってもお月様は未だ見えていたので、アンテナ直下の犬小屋に SDR を置いて、

LNA から 3m程の RG-58A ケーブルで Vpol/Hpol の信号を接続するように接続し直しま

した。

　JD1YCC は CQ を出さなくなったようですが、N0UK チャットを見ていると多くの局が

オンエアしているようでした。暫くワッチしていると、F4HBY の CQ が BandMap ウィ

ンドウに見えました。周波数を 144.131MHz に合わせてワッチしていると、ちゃんとデ

コードできました。次のピリオドには YB2MDU が応答しているのもデコードできました。

13エレ 2スタックのアンテナですが、-22dB~-25dB の信号で受信できているので、そ

こそこの受信性能です。しかも、V-pol と H-Pol のアンテナを接続しているので、位相差

も表示されます。（ちゃんと調整していないので、合っているかどうかは別ですけ

ど・・・）
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　この構成の場合、SDR だけで受信していてトランシーバでは受信できないので、送信

する場合の訓練が必要です。従来は WSJT-X を使い、トランシーバに PC から USB接続

したオーディオ信号で送受信していましたが、MAP65 の画面だけで送信も行う必要があ

ります。送信周波数を CAT で制御する方法は提供されていないようなので、トランシー

バのダイヤルを回して周波数を調整することにします。PTT は COMポートで制御できる

ようですし、オーディオ信号のポートも選択できるようですので、ちゃんと設定して練習

しておきたいと思います。

2 月 9 日　悩ましい DX ペディション　3Y0J

　ブーベ島からの DX ペディションの運用が始まってから今日で 3 日目になります。昨朝

は良く聞こえた 10.115MHzCW も今朝は殆ど聞こえませんでした。これほどコンディ

ションの日差があるんだと思うと、いつになったら QSO のチャンスが巡ってくるのかと

心配になります。

　DXnews.com を見ると、次のように書かれています。
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　SSB でも CW でも 1度QSO したら FT8 も含め、それ以上QSO しないように！そいう

いう行為は、初ブーベをモノにしようとする人の機会を奪うので・・・とあります。

　しかし、多くの DXギャングがこのような「お願い」を真に受けるでしょうか？そうで

なくても、スプリット運用している CW の送信周波数で UP と打ったり、ビートを出した

りして迷惑行為も甚だしい状況であり、嘆かわしい限りです。ログは、今週末にはアップ

ロードされるかもしれませんが、それまで確実に QSO できたかどうかは不明のままです。

FT8 なら人為的なミスコピーは避けられるので、できるなら FT8 で QSO したいものです。

しかし、ここにも落とし穴があり、パイレーツが横行しているようなのです。パイレーツ

と QSO して、出来た出来た！と喜んでも仕方がありません。

　DXnews.com の記事には、撤収のことにも触れられています。現在は、当初から予定

されていたセットアップではなく、最小限のリグとアンテナで細々と運用していますが、

天候次第で更に運用を縮小するかもしれないとも言っています。Windy.com を見ると、

土曜日位まで強風と雨が続くようですし、気温は 2～0℃と過酷な状況です。おそらく、

この分だとローバンドのアンテナを展開するのは無理でしょう。20m バンドのアンテナ

もセットアップできたかどうか怪しいものです。確実なのは、30m と 17m、15m の 3

バンドです。

　嗚呼！なんと悩ましい事態なのでしょうか？！　　　悩むことはないか・・・先人曰く、

work first, worry later　とか・・・

2 月 10 日　混乱が続く 3Y0J の運用

　昨夕 9 時前に、DXscape を見ると 18112kHz に 3Y0J が出ているというのを目にして
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無線小屋に行きました。-15dB以上の信号で入感しており十分QSO 出来そうです。2nd

ピリオド(odd)に出ていたので、MSHV だと思って Tx1 を Skip にして 1000Hz以下でみ

ましたが応答がありません。どうも F/H モードらしいので、JTDX を F/H モードにセット

してコールを開始しました。

　しかし、いくら呼んでも応答はありませんでした。3回に一度位は受信して、どの周波

数に応答があったのかとか、どの周波数が空いているのかとかチェックながらやりました

が、結局 18072kHz(CW)に QSY するとアナウンスがあるまで QSO できませんでした。

　ODDピリオドで F/H もどきのオペレーションをしていたと思われます。WSJT-X では

Fox は Even でしか運用できないので、Odd に出ていれば MSVH だと判定できると聞いた

ことがあります。これまで、そのように信じて判定してきましたが、今回は違ったので

しょうか？私は F/H モードにおける Fox側の運用をした経験がないので、WSJT-X では

Fox は Even でのみ運用できるかどうか不詳です。

　ODDピリオドで運用しているものだから、WSJT-X を使って F/H モード（Hound)に

設定している局は知ってか知らずか ODDピリオドで送信しているのです。これがずっと

続いているので、3Y0J に混じって大勢の JA局がデコードできてしまうのです。

　後で聞いた話ですが、私の知人は WSJT-X しかインストールしていないので、F/H で

はなく通常モードにセットして、呼ぶ時は 1000Hz以上で TX1 Skip のチェックを外し

Locater付で呼んで、応答があったら手動で 1000Hz以下で応答したとのことです。なる

ほど・・・機転の利いた良い運用です。

　今朝、3Y0J のスポット情報をチェックするために DXlite を見ると、昨夜と同じ

18112kHz にオンエアしていたようです。しかも、oddピリオドの F/H モードモドキと

いう状況も同じです。中には、これは F/H モードではないく MSHV だ！と看破する御仁

もいらっしゃいます。北米（USA)の局にとって、更に酷い状況だったのは、オンエアし

ている 18112kHz がバンドプランを逸脱した周波数であったことです。これに関しては

多くの局がブーイングしています。3Y0J 運用チームの中には 6人のアメリカ人と 1人の

カナダ人が含まれていますが、この事に誰も気づていないのでしょうか？事前にアナウン

スされていた 17m バンドでの FT8 の周波数は 18090kHz と 18107kHz ということもあ

り、Fake なのか Fail なのか？・・・北米局にとっては大いに問題ありです。まさか、

チームメンバーとして紹介されている Peter（コールサイン不詳）が一人で FT8 の運用を
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担っているなんてことは無いでしょうね？！

　このブログを書いている今、3Y0J は 30m バンドの FT8 に、昨夕、今朝と同様に F/H

モードもどきで oddピリオドで運用しているようです。どうやら何か信念のようなもの

があって、故意にやっているようです。
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2 月 11 日　やっと出来たよ！3Y0J　オマケもあったよ！

　一昨日に続き昨日も夜 8 時頃から無線小屋に籠って 3Y0J が出てくるのを待っていまし

た。午後 8 時 40分頃から 18107kHz でやっと見え始めました。その時には既にバンド一

杯に拡がって多数の JA局が呼んでいました。周波数は一昨日の 112kHz から 107KHz に

替わっていましたが、oddピリオドでの送信は相変わらずです。

　私のリニアアンプは 18MHz 帯で調子が悪くて 300W位しか出ません。14MHz や

21MHz では 1kW 出るですが・・・アンテナの調子が悪いのかもしれませんが、今更どう

しようもありません。多くの JA局が次々と QSO して行くのを横目に見ながら、3回送信

したら 1回位は休憩して空いている周波数を探したり、どの周波数で呼んでいた局にコー

ルバックがあったのかを見たりしながら長い間呼んでいたら、9 時 19分にやっとコール

バックがありました。

　パイレーツでないことを祈るばかりです。QSO 出来た時には、+5dB まで信号レベル

が上がっていました。

　出来るだけ重複を避けるために、JF1IST藤原さんも参加されていた 1989～90 年の
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ブーブ島への DX ペディション(3Y5X)の QSLカードをチェックしていました。私はその

頃 WARC バンドや RTTY はやっていなかったので、SSB と CW のみで 40/20/15m バン

ドで 4QSO 出来ていました。昨夕の QSO は、そのどれとも被らないバンドニュー・モー

ドニューです。

　DX関係のニュースを見て FT8WW(Crozet Is.)での運用が再開されたことは知ってい

ましたが、3Y0J が未だデコードできない頃に DXscap に書き込みがあったので、QSY し

て呼んでみたところ簡単にコールバックがありました。FT8WW とは 3 バンドで QSO で

きていて LoTW でもコンファーム済みですが、どれも FT8 です。これでモードニューを

ゲットです。

2 月 12 日　ダミーロードの周波数特性

　1 月 30 日のブログで紹介している方法でリニアアンプを動作させています。第 2高調

波と第 3高調波が少し残っているので、これらを除去するために LPF を製作して評価して

います。ここで、問題発生。LPF をリニアアンプと分配器の間に入れると、リニアアンプ

の出力が 400W位しか出なくなるのです。何が問題なのか色々調べたところ、HF 帯や

2m で使用していたダミーロードが 430MHz では SWR が高くて宜しくないということが

判明しました。
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　上図にダミーロード単体を VNAuhf で測定した結果を示します。144MHz あたりまで

なら使えそうですが 430MHz 帯では SWR が 2.2 もあるため NG です。何で、電力測定な

どの時には使えたのでしょうか？Q マッチによるトリックがあったのかもしれません。ち

なみに、リニアアンプ以降に接続されているケーブルや分配器・ダミーロード・アッテ

ネータなど一切合切を VNAuhf に接続して SWR を測定すると次のようになりました。

SWR が約 1.5 なのでなんとか許容範囲だったのかもしれません。

　今日、近所のハム友を訪問してダミーロードの代わりになる 30dBアッテネータ

(250W)を借りてきました。私が持っている Bird の 30dBアッテネータ(300W)よりも少

し大型です。これを接続して SWR を測定すると、今度はバッチリです。これならちゃん

と LPF の評価ができそうです。
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　写真上側のダミーロードが HF 帯として使用してきたモノで、東京電波・昭和 40 年製

造・定格不詳。右下のモノが、Bird 製 300WA-FFN-30 で 300W 30dB のアッテネータ。

写真中央のモノが、知人から借りてきた DICONEX 製の 250W 30dB のアッテネータです。

DICONEX の 250W の方が Bird 製の 300W よりも放熱面積が大きそうですので、実力は
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300W以上あるかもしれません。DICONEX のアッテネータ単体の周波数特性は次の通り

で、430MHz 帯での SWR は 1.06以下です。

　因みに、Bird の 300Wアッテネータの優れていて、430MHz 帯で SWR 1.02 以下です。
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2 月 13 日　CSV ファイルから HTML ファイルに変換

　ひょんなことから、とある団体の中国支部の Web担当をお引き受けすることになりま

した。勿論、無報酬のボランティアとしてです。ホームページ作成にあたっては、ホーム

ページビルダーなどの有償アプリは使わないで、テキストエディターのみでゴリゴリ書い

ていく手法です。こんな方法でも、Bootstrap5 の恩恵によりシンプルでレスポンシブル

な Web デザインが作成できて、追加や修正などの編集が簡単にできます。しかし、年間

行事予定表や役員名簿などの表を作成する時、テキストエディターだけで入力するのは大

変手間がかかる作業です。いちいち trタグや tdタグなどを付けなければならないからで

す。こんな面倒なことを辛抱強くやっていると間違いの元なので、CSV ファイルから

HTML ファイルに変換するソフトがあれば便利なのになぁ・・・と思いました。

　ネットでググってみると、そういうサービスを提供しているサイトが幾つか見つかりま

した。しかし、外国のサイトのためか、日本語（Shit-JIS によるカナ漢字）のデータは化

けてしまいました。仕方がないので、自分で作ることにしました。作成にあたり、仕様を

次のように設計しました。

プロジェクト名：

　csv2html

機能：

　表計算ソフトで作成した csv形式のデータを html ファイルに変換する。

使用目的：

　ホームページを作成する際に、表を手入力で作成するのは手間がかかるので、一括で変

換して、コピペしてホームページを作成する。

仕様：

　csv ファイルを入力とし、html ファイルを出力する。

　入力ファイル名の拡張子は csv とし、出力ファイル名は入力ファイル名の拡張子を

html に付け替えたものとする。

　html ファイルには、ブラウザで表示し確認できるように Bootstrap5 に対応したヘッダ

を付ける。

　csv ファイルには、Shift-JIS のカナ漢字が含まれることとする。（Winddows標準）

25



　html ファイルは、utf-8形式のデータに変換されることとする。

　csv ファイルのカラムはコンマで区切られることとし、それ以外（；やスペース）はデ

リミタとして認識しないこととする。

　csv ファイルのカラムはダブルクオーテーションで囲まないこととする。

　csv ファイルの 1行目には、カラム名がカラム数だけ記述されていることとする。

開発環境：

　Visual Studio Community 2022　VB.net を使用する。

　デバッグし易いように次のようなフォームにしました。スクロール可能なテキストボッ

クスに変換後の html ファイルが表示されます。デバッグ時には、ここで内容を確認しま

した。

　上の図は実際に動作させた時のスナップショットですが、入力ファイルである「表のサ

ンプル.csv」は OpenOffice で作成したものです。OpenOffice では次のように表示され

ています。
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　変換後の「表のサンプル.html」を Edge で表示すると次のようになりました。

　実際にホームページを作成する時には、html ファイルの一部（表の部分）をコピーし

てターゲットの html ファイルにペーストします。

　VB.net のソースコードを、このブログに掲載しようと試みたところ、ダブルクオー

テーションで囲んだ部分が消失するなどのトラブルがあったので、代わりに私の HP のプ

ログラミングチャンネルに記事を作成して掲載しました。製作メモの中にソースコードを

掲載しています。宜しければご覧ください。なお、exe ファイルを含むプロジェクトファ

イルもダウンロードできるように掲載していますが、お使いのブラウザがダウンロードを

ブロックするかもしれませんので、悪しからず。
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2 月 14 日　J8/AJ4YX Saint Vincent

　期待の大きかった 3Y0J は QRT してしまいました。ハイバンドのコンディションが良

い時期なので、12m や 10m でも QSO したいと思っていましたので残念です。

　NICT の宇宙天気予報を見ると、太陽活動が活発になっていて太陽黒点数は 200 を超え

そうな勢いです。もう 2 月も半ばなので、春の DX シーズン開幕といったところでしょう。

そろそろ 6m にも注意が必要です。2 月 12 日（日曜日）には XZ2B と 50.090MHz で

CW で QSO できました。

　24MHz や 28MHz が面白そうだと思っていた矢先に、28091kHz に J8/AJ4YX が出て

いるというので QSY してコール開始しました。3Y0J とは違って、ちゃんとした F/H モー

ドで呼ぶ局も少な目だったので、暫く呼ぶと QSO できました。J8 のコールサインを見る

のは久し振りです。J8 という部分文字列でログをパーシャルチェックしてみると僅か 3

局がリストされただけでした。FT8 ではモードニュー、10m でバンドニューです。

　この QSO の後、J35X が 28095KHz に出ているというので QSY してワッチしていまし

たが、私の設備では僅かに 1度-20dB でデコードできただけでした。その後、

28086KHz で VE2CSI(zone2)と QSO しました。10m の Zone2 はニューです。LoTW
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でチェックすると、Zone2 の他 Zone34, 40 に空欄がありました。5BandWAZ が射程に

入ってきました。

　その後は、10m の FT4 で 35局位と QSO しました。FT4 はテンポ良く QSO できて軽

快です。

2 月 15 日　VP8AWU Falkland 12m, HR1R Honduras 10m

などなど

　今朝は 7 時半頃から無線小屋に籠りました。外は、薄っすらと雪景色で、寒い一日にな

るという天気予報だったので、10 時頃まで無線で遊んでから、帳簿の整理をすることに

しました。

　最初のターゲットは、24915kHz の FT8 に出ていた VP8AWU でした。R-04 のレポー

トは貰えましたが 73 は返らずCQ を出していました。中にはこういう運用スタイルの局

もいますねぇ～。これで良いのか駄目なのか？です。多分OK なのでしょう。
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　その後、24920kHz の FT4 で北米の局と 10局位QSO した時、28455kHz に J69Z/P

が出ているというので、不得意の SSB でしたが、割と簡単に QSO できました。10m の

SSB は比較的賑わっていましたが、難聴気味なので FT4 で北米に向けて CQ を出して遊

びました。今日は 10m の調子が良かったみたいで、DXscape の書き込みを見て

FM8QR(SSB)、PJ2/W9NJY(CW)、KP4TF(CW)など QSO した後、DXscape を横目で見

ながら再び FT4 で遊びました。28074kHz に出ていた PJ4/NE9U や 21035kHz に出てい

た PJ2/NF9V とも QSO できました。こんなにカリブ海の局と QSO できるなんて夢のよ

うです。今朝、10m の SSB で QSO できた J69Z/P と FM8QR はバンドニューです。

　28180kHz(FT4)に戻ってみると HR1R が CQ を出していました。前から QSO したいと

思っていたので、呼ぶと直ぐに応答があり目出度くバンドニューをゲットです。

2 月 16 日　2m 用 BPF の製作

　QucsStudio を用いて、2m 用 BPF（3 次チェビシェフ型）を製作しました。通過帯域

幅を狭くすると C2 が 0.5pF などと小さくなり過ぎるので、通過帯域幅を広くしました。

製作するにあたって、C1=C3 の値が切りの良い 100pF 前後になって欲しいものです。こ

のためには、通過帯域幅を 45MHz程度にすれば良さそうです。通過帯域を 128～
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160MHz とすると、

C1=C3=99.47pF、L1=L2=12.43nH、C2=2.487pF、L2=497.4nH となったので、こ

れに合わせて製作すると、通過帯域の中心周波数が 124MHz となり、この周波数で

S21=-1.7dB、S11=-12.4dB（SWR=1.52)となりました。なかなか計算通りには行き

ません。

　試行錯誤の結果、通過帯域少し高く 140～185MHz にすると、

C1=C3=101.4pF、L1=L2=9.65nH、C2=3.47pF、L2=281.8nH となりました。C2 に

は 5pF のトリマコンデンサ、L2 には、線径 0.8㎜長さ 194.3㎜のポリウレタン線を直径

9.5㎜のパイプに 6回巻き（D=10.3 で設計）L=8.8mm としました。L1/C1 および

L3/C3 の共振周波数は調整できないので、これが肝だと気づきました。VNAuhf で LC共

振周波数を測定しながらカットアンドトライを繰り返しました。最終的に、L1=L3 は、

線径 0.8mm長さ 16㎜にカットして、φ4.0 のドリルビットを利用して馬蹄形に整形し端

部の断面間の距離は 3.0㎜として 100pF のセラミックコンデンサのフォーミングされて

狭くなっている部分に半田付けしました。結局 L1＝L3 は鮎釣りに使うハナカンのような

形になりました。
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　最終的に調整した結果、144.12MHz で挿入損失(S21)が-2.7dB になりました。S11 は

145.6MHz でディップし-12.1dB、SWR=1.64 でした。L2 や C2 を調整してみましたが、

S11 のディップ周波数を 144.1MHz に近づけるのは困難でした。下手に触ると、

144.1MHz付近の S21 が悪化するので、このあたりで手を打つことにしました。受信用

に使用するので、挿入損失が多少あっても、帯域外の信号を低減することで S/N が向上

すれば良いのです。
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　来週には月が近地点を通過し、EME には適したコンディションになるので、製作した

BPF を SDR の前段に設置して効果を確かめたいと思います。ヘリカルリゾネーターを

使った BPF では挿入損失を 1dB以下にできるらしいので、今後チャレンジしてみたいと

思います。

2 月 17 日　e-Tax で確定申告

　昨日から確定申告の受付が始まりました。昨年迄は国税庁の HP で確定申告書類を作成

して印刷した書類を税務署に郵送していましたが、今年はマイナポイントをゲットするた

めに ICカードリーダを購入したので、e-Tax にチャレンジしてみました。スマホの場合

には ICカードリーダは不要のようですが、スマホは不得意なのでパソコンを使いました。

　昨日までに農業と営業の帳簿類の整理は済ませており、貸借対照表や損益計算書は準備

できていました。国税庁の確定申告コーナーから営業・農業の決算書類を入力し、所得税

の申告をしました。もう 7～8 年も同様のことをしているので手慣れてきました。今年度
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は、10 月に怪我をして病院に入院したので、医療費控除も受けようと思っていました。

今年から、マイナンバーカードで国保の取りまとめをしている町と連携することで、医療

費の領収書を添付しなくても良さそうなのです。しかし、良いところまで行ったのですが、

次のようなエラーメッセージが出てしまいました。

　原因は「医療通知データ」の中にあるので、私の落ち度ではなく、全くお手上げです。

e-Tax で申請するのを止めて代わりに書面で申請するか、医療費控除をせずに e-Tax で申

請するかの 2択になってしまいました。書面で申請した場合、青色申告の控除額は 55万

円となり-10万円です。医療費控除の額は、実際に支払った額 398,345円に高額医療費

として支給を受けた 244,170円を引いた 154,175円から更に 10万円を引いた、54,175

円なので青色申告を生かした方が得です。

　妻に専従者給与支払っても、農業所得は僅かながら黒字です。営業（太陽光発電）も

20kW の設備なので大したことはありませんが、これも黒字です。しかし、年老いた両親

と同居しているので、扶養控除が 116万円もあるので、所得税額はゼロ円になる予定で

す。折角確定申告するのですから、個人年金や配当金の受け取り時に源泉徴収された所得

税を還付してもらえるように申告しました。その結果は次のようになり、源泉徴収された

分は全額返還されることになりました。

　苦労して帳簿類を整理し決算書類を作成した甲斐があったというものです。実は、ここ

にも落とし穴があるので、手放しでは喜べないです。源泉徴収された配当金や個人年金を、
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確定申告で「配当所得」や「雑所得」として計上することになるので、所得税はゼロに

なったとしても住民税は増えるかもしれないのです。実は、昨年度の住民税が増えたため

に狩猟税の税率が上がってしまったという経験があります。そいういうこともあるのです

が、国から返してもらって地元に納税するんだと前向きに捉えることにしています。

2 月 18 日　今朝は 5 つのバンドニューをゲット

　昨日、一昨日と呼んでもコールバックがなくて不発の日々でしたが、今朝はマグレで 5

つもバンドニューと QSO できました。

　先ずは、TO4A Martinique です。最初は 24915kHz に出ていて、2223Z 頃から呼び始

めたのですが中々取ってもらえませんでした。2300Z を回った頃に突然見えなくなった

ので、どうしたのかなぁ？と思ってバンドスコープを見ると 24921kHz が賑わっていま

した。QSY して確認すると、TO4A が MSHV の 6ストリームで JA を捌いていましたので、

再びコールを開始し、暫く呼んでようやく QSO できました。 

　次は J69DS Saint Lucia です。この局とは他のバンドでも QSO したことがあります。
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TO4A を呼んでいる時に、25915kHz で見えていたのですが、TO4A と QSO 出来た後で、

コールを開始しました。TO4A程手こずらず、10分程呼んで QSO できました。

　次は、FG1GW Guadelupe です。最初は、FG1FU が 28074kHz に出ているというので

呼んでいましたが、QRM があってデコード出来たり出来なかったりで、中々コールバッ

クがありませんでした。その内に FG1GW が別の周波数で CQ を出し始めたので、コール

すると即座にコールバックがありました。ナイスタイミングでした！
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　次は、OX7AKT Greenland です。DXscape から情報を得て 18100kHz に QSY してみ

るとデコードできたのでコールを開始しました。7回目でコールバックがありました。

OX7AKT とは 30m でも QSO 出来ていますが、17m でもバンドニューをプレゼントして

貰いました。
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　最後に、4U1UN UnitedNations HQ です。私のログに載っている 4U1UN は 40mCW

のみです。DXscape で情報を得て即QSY しました。F/H モードですが、先日の 3Y0J と

は比べ物にならない位空いてましたので落ち着いて周波数を変えながら 10回程呼んだと

ころでコールバックがありました。目出度く、モードニュー、バンドニューをゲットでき

ました。
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2 月 19 日　10m バンドは大賑わい

　昨夜から J8/AJ4YX を 10m で追いかけています。昨夜は 11 頃までワッチしていまし

たが、遂にデコードできませんでした。今朝も 28093kHz に出ていました。見えたり見

えなかったりの状態だったので、呼びましたが QSO できませんした。

　バンドスコープをみると、28090kHz あたりにも CW の信号が見えました。何のイベ

ントかと思って調べたところ、ARRL International Contest です。IC-7851 のバンドス

コープで 28050kHz±50kHz を表示させてみました。28000～28090kHz まで沢山の局

がオンエアしています。ちょっと聞いてみたら、殆どが北米(USA, Canada)です。コン

テストに参加してみるのも面白そうです。ひょっとしたら Oneday で 10mWAS が完成す

るかもしれません。しかし、今日は個人的にイベントがあるので踏みとどまりました。

　コンディションが良いんだな・・・と実感したので NICT の宇宙天気予報をみてみまし

た。昨日、Xクラスのフレアが発生したみたいで、その余韻を引いて活発な状況が続いて

います。昨日の朝、沢山のバンドニューがゲットできたのは、久々に発生した Xクラスの

フレアが関係しているのかもしれません。
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2 月 20 日　ブドウの剪定を開始したけど・・・

　寒い日の後は雨だったりして、ブドウの剪定作業を見合わせていましたが、もう 2 月も

下旬になってしまいました。おまけに、2 月は 28 日までしかないので、そろそろ剪定作

業を開始しないといけません。意を決してブドウ園で選定作業を開始して 30分も経たな

い内に、近所の猟師の Y さんがやってこられて、「猪が獲れたので、運搬・解体の手伝い

をして欲しい」というのです。日頃からお世話になっている Y さんの依頼なので、「今日

は忙しいから駄目！」とは言えず、お手伝いすることになりました。

　くくり罠で獲れたのは、60kg位の雌の猪でした。ぽっちゃりしていて、なかなかの美
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形です。解体作業が終わったのは午後 3 時前でした。

　それから、1 時間程剪定作業をしましたが、風が強かったので挫けて家に戻り、山分け

していただいた猪肉の処理をしました。

2 月 21 日　KP2B US Virgin Is. 12m & NA2AA CEO of 

ARRL 10m

　今朝目覚めると外は薄っすらと雪景色でした。天気予報では最高気温 5度ということ

だったので、10 時頃まで無線小屋で遊びました。主に 10m と 12m で FT8 や FT4 を交互

に運用しました。

　KP2B は 12m ではバンドニューです。QSB が激しくて、デコード出来たり出来なかっ

たりというコンディションでしたが、なんとか RR73 を貰うことができて、バンドニュー

をゲットしました。
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　10m で米国東海岸が良く開けていたので、遊んでいたところ NA2AA のコールサイン

を見つけました。彼は ARRL の CEO です。コールサインが特徴的なことと、2 年前の

QSO Today Ham Expo で ARRL の CEO としてオープニングスピーチをしていて、ARRL

のことをエイ・アール・アール・エルではなく、エイ・ダボォアール・エルと言っていた

ことが記憶のに残っています。ブレークするような形で呼びかけましたが、直ぐにコール

バックがありました。

2 月 22 日　ZC4GR UK bases on Cypress 10m, FT8WW 

Crozet 10m

　入浴後に PC を立ち上げて DXscape を見ると、10m に ZC4GR が出ているというので

無線小屋に行きました。最近は、暖かくなったこともあり、夕食後にも無線小屋に行って

遊ぶことが多くなりました。朝と夕とでは交信できる地域が全く違うので、両方とも重要
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です。

　ZC4GR の信号は弱くて、見えたり見えなかったりという状態でしたが、暫くすると続

けてデコードできるようになったので、コールを開始しました。暫く呼んでやっとコール

バックがありましたが、RR73 が確認できませんでした。QSO 不成立かと思いましたが、

QRZ.com を見るとオンラインログが用意されていて、そこに自分のコールサインがあっ

たので、ログに記入されていることが確認できました。ちょっとインチキ臭いかもしれま

せんが、バンドニューをゲットです。次回、彼を呼んだ時には、QSO済みとして相手に

してもらえないかもしれないので、こうやって確認できる手段があることは私にとっては

助かります。
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　次は、3C3CA が 12m に出ているというので、QSY しましたが、これも信号が弱くて

見えたり見えなかったりでした。QSB があって偶にデコードできることがあるので、暫

く待っていました。その間に、DXlite を見ていると FT8WW が 10m にオンエアすると

F6EXV がスポットしました。QSY しようかどうか迷いましたが、10m の FT8WW は初

めてなので、物凄いパイルになっていました。3C3CA も FT8WW もバンドニューという

点では同じなので、先ずは 3C3CA の方を片付けようと思って 12m に留まりました。呼

んでいる内にコールバックがあったように見えましたが JTDX が出す幻っぽいレポートで

す。勿論RR73 はありませんでした。3C3CA は毎日 Clublog を更新しているので、今朝

確認してみましたが、やはり駄目でした。

　3C3CA がフェードアウトしたので、10m の FT8WW を呼びに QSY しました。MSHV

でしたので、オンフレでコールする局も多く、その方が返って来る率が高いなぁ・・・と

思いつつも、ダブル（被る）可能性も高いので、3回に 1回の割で送信するのを止めて空

いている周波数を見つけて、そこで呼ぶようにしていたら、なんとかコールバックがあり
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ました。10m でレアなバンドニューをゲットできました。FT8WW とは 17m バンドでも

是非QSO したいものです。

　このブログを書いている時点で Clublog をチェックしたところ、 Last QSO in 

database: 2023-02-21 04:32:01 となっていて、QSO はフォンファーム出来ていませ

ん。しかし、Twitter を確認したところ、First trials FT8WW 28095(20 時間前）と書か

れていたので、パイレーツではなかった模様です

2 月 23 日　MAP65 で EME

　今夜は 2 月最後の DGRD が-2dB以上の日でした。一昨日が新月だったので、夕方、西

の空に月が見える頃にはヨーロッパは朝方です。そのせいなのか昨日も一昨日もチャット

に出てきて CQ を出す局が少なく、やっと今日は 2局の CQ を捕らえることができました

MAP65 の操作に慣れていないため、F4HBY が CQ を出していた 144.131MHz で S52LM

を呼んでしまったので、S52LM からは応答はなく、F4HBY には「何で S52LM を呼んで

るの？」と言われる始末です。チャットで御免なさいと言った後、131kHz で F4HBY を

呼んだところ、応答(ooo)が返ってきましたが、QSB のせいなのかファラデーの悪戯なの
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か後が続かず、QSO成立には至りませんでした。ほろ苦い MAP65 での送信も含めたオペ

レーションデビューでした。

2 月 24 日　やっとこさの 9U4WX Burundi 10m

　もう何日も見張りをしていて、やっと 10m で 9U4WX と QSO できました。昨日も一

昨日も EME の傍らでワッチしていましたが、デコードできないのです。出来てもふ

わぁっと信号が浮いた一瞬だけなので、呼んでも後が続きませんでした。今日も午後 3 時

頃からずっとワッチを続けていました。

　途切れ途切れでしたが、デコードできたので呼んだところ、ギリギリセーフのレベルで

QSO成立まで辿り着くことができました。R も RR73 も-25dB です。普通ではデコード

してくれない信号レベルです。ひょっとして JTDX の創り出した幻かも？！と思って、オ

ンラインログで確認したところ OK でした。ホントにやっとこさでバンドニューをゲット

できたので、嬉しさもひとしおです。
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　QSO できた後で、WideGraphを見ると、4スロットで運用しているようですが、4 つ

見えることは稀です。多分、100W若しくは 50W 出力なのに 4 つにパワーを分散してい

るので、余計に受信しにくいのだろうと思います。

　にも拘わらず、他の JA局はちゃんと QSO できているので、私のアンテナが余程悪いだ

ろうと良からぬ詮索をしてしまいます。何しろ、今の 28MHz 用のアンテナは 30 年位前

に QSY してもらったナガラの 11エレで、手書きの取説です。おまけに山の上から 8D-

2V で 100m近く引っ張っているので、損失が堪えているんだろうな・・・そろそろ同軸

だけでも更新した方が良さそうだ・・・とかなんとか思っていました。そこに
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28180kHz(FT4)に TR8CA が出ているというので、QSY して呼んでみました。FT4 とし

ては弱い信号で見え隠れしていましたが、二三回呼んだだけで簡単に QSO できてしまい

ました。こちらはバンドニューではありませんが、10m のデジタルモードではニューで

す。

2 月 25 日　ブドウの剪定作業完了

　ブドウの剪定作業を今週の月曜日から始めていました。曇りの日が多くて、寒くて辛い

作業でした。しかし、今日で作業を完了しました。ブドウは売り物ですが、その他の果樹

であるイチジク、キウイフルーツ、桜桃、モモなどの剪定も既に終えていて、剪定作業は

完了しました。
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　そんな中で、ブドウの剪定を 19/20 終えて残り 5%というところで、電動剪定鋏が動

作しなくなりました。仕方がないので、残りの 5%は従来使っていた普通の剪定鋏で作業

しました。ですが、やはり従来式の剪定鋏は何しろ握力が必要なので手が疲れました。そ

の点、電動剪定鋏はトリガーを引くだけなので、握力は不要です。ただし、電池の重みが

加わるので重いモノを上げ下げするので多少腕力が必要です。それにしても、楽なことを

一度覚えたら後戻りはできません。来年のために、壊れて修理不能であれば代替え品を手

配する必要があります。購入してから 3 年目なので、刃先なども多少傷んでいます。

　家に戻って、取扱説明書を見ながら刃先を外してみました。分解していると、トリガー

の部分にゴミが引っ掛かっていたのか、トリガーが動くようになり、電源を ON してみる

と、ちゃんと動作するようになりました。新品を買わなくても良さそうです。傷んでいる

刃先だけでも注文できそうなので、注文して来年に備えたいと思います。

49



2 月 26 日　草刈用に登山靴

　急傾斜地の草刈りをする時には、足回りをしっかりと固めておきたいので、軽めの登山

靴を購入しました。ゴム長靴で急傾斜地の草刈りをしていて、足の骨を骨折してしまった

経験から出した結論です。

　mont-bell のアルパインクルーザー 800 BOA という品物です。シマノの鮎用シューズ

に採用されている BOA システムにより、靴紐よりも簡単に着脱できるのがメリットです。

2 月 27 日　モモの摘蕾・ブドウの剪定屑の片づけ

　今日は春らしい良い天気でした。こんな日はインドアに籠っているよりもアウトドアの

方が気持ち良く過ごすことができます。モモの摘蕾をしたり、ブドウの剪定屑を拾い集め

るなどの作業をしました。
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2 月 28 日　3B7M Saint Brandon Is.　＆　地磁気嵐

　チェコのチームによるインド洋の Saint Brandon Is.への DX ペディションが 2 月 23 日

頃から運用開始されています。初めの内は、ヨーロッパのパイルがひどかったので、呼ぶ

のは控えていました。それに、80m～10m はコンファーム済みです。6m はバンド

ニューですし、ここのところインド洋方面（3B8/3B9/FR）が夕方 6m で入感しているの
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で、大いに期待しています。

　今朝、7 時前に無線小屋にやってくると、3B7M が 40m と 30m の CW に出ているとい

うので、呼んでみたところ直ぐに QSO できました。9U5R が 20m の FT4 に出ていると

いうので、QSY してコール開始しましたが、周期の長い QSB があって、見え隠れしてい

ました。暫く呼ぶのを止めていたところ急にコールバックがあり慌てて応答しました。3

回も 4回も別の局を呼ぶのを見ていましたが、応答がないので QSY したとか・・・そう

いうことなんでしょうねぇ。MSHV を運用したことはありませんが、応答する相手局を

キュー（待ち行列）に貯め込んで順次処理するという事らしいので、スロット数が少ない

と遅延が生じるのでしょうか？

　今朝は 24/28MHz などのハイバンドのコンディションが悪いようです。FT8 の国際

QRG をワッチしてみるとバンドがシーンとしています。NICT の宇宙天気予報を見ると、

地磁気嵐が起きているとのことです。地磁気嵐が起きると電離層が擾乱するという因果関

係があるようです。

　そんな中、DXscape に 3B7M が 14090kHz に F/H モードで出ているというので、アン

テナを回してワッチしてみたところ、3B7M の時計が 1.8秒も進んでいたので、急遽時計

を相手に合わせてコールしたところ、一発で応答がありました。FT8 では初QSO です。
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